
令和４年度 地区研修園 研修報告 

 

＊地区担当園名 南部地区 あすなろ幼稚園 

＊研 修 主 題  保育現場目線から現場が必要としている研修のあり方を模索し、研修の実践を行う。 

＊研修の進め方  

①2022.12.22  10 ヵ園の教師が集まり幼児教育についての情報交換会を行い、必要とされる公開保育を探る。 

②2023.2.7  に「環境設定」をテーマに、あすなろ幼稚園で公開保育を行う。 

③2023.2.14 に「製作の素材と道具」をテーマに、あすなろ幼稚園で公開保育を行う。 

学年 [ 年長 ]   シリーズ [ 素材あそび ]  Ｒ５年２月７日(火) ９：４５～１１：３０ 

題 材 [      段ボールであそぼう・１日目         ]  担当： 藤原佳奈美 

＜Ｔの目的・ねらい＞ 

・子どもが段ボールという素材をベースにして、あそ

びが展開していくように、道具、その他の素材の出

し方を工夫する。 

・子どもの試行錯誤に対して、に必要な情報を伝えて

いく。 

 

＜Ｃの目的・課題＞ 

・主体性 

段ボールという素材に主体的に関わり、自分のしたい

ことを見つけ出し、進んで取り組んでいく。 

・試行錯誤 

どうしたいのかにこだわり、自分なりの答えを見つけ

出していく行動をする。 
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自分が何をしたいのかを状況の中から見出し、これまでに身につけた技術、技法を使い、試行錯

誤をしながら自分の納得のいくものにしていく。このことを通して、主体性、工夫する力、協同

性、コミュニケーション能力を育む。また、子どもが「自由の感度」を味わうことを目指す。 

「ひみつ」の張り紙 

Ｃ登園時 

◎ホールに段ボールが積み上げられている      Ｃ 

⇒Ｃが思わず倒したくなるよう、少し不安定に設置               道具 

◎ホール入り口…『ひみつ』と張り紙がしてある                素材 

 

             ＜ホール＞    ＜ステージ＞ 

 

    Ｔの心情…園長先生に「ホールに面白いことしてあるから、すみれさんホールに連れておい

で♪」と言われ、Ｔもホールに何があるか知らない。ドキドキ…ワクワク(*’▽’) 

お部屋で… 

すみれさん！ホール見た？(「ひみつ」ってなってた！) 「ひみつ」って一体何だろう？ 

その「ひみつ」になっているホールに、すみれさんだけ入って、あそんでいいんだって！！ 

どうする？ (いく！！) じゃあホールにレッツ～(ゴー♪ワクワク) 

ホール入り口にて… 

入ってみる？せーの！（Ｔドア開ける） 

⇒・Ｃの主体性（したいこと）が出てくるように、Ｔは一番最後にホールへ入り、特に言葉がけ

はしないが、肯定的な表情で見届ける。 



＊以下、②の報告 

＜あそびの展開＞ 

 

１．「破壊のエネルギー」が、「創造・CREATION」のエネルギーに転化していく過程をたどる。 

・倒してみたい（思い切り体当たり or 手で少しずつ触れる どうなるかな～♪）  

・倒れた段ボール箱を…集める、積む、乗る、入る、つぶす、転がす、投げる、蹴る 

・入れる、入る、入って移動する、かぶる 

＜設定＞・ガムテープ ・セロハンテープ ・ダンボールカッター ・ハサミ 

２．カラダであそぶことから、“造る”へ移行していく… 

・見立てる 

・もの（家、基地、トンネル、机、椅子、かばん（入れ物）、パソコンなど） 

・乗り物（車、電車、バス、新幹線、船など） 

・身につける（帽子、服、ロボットなど） 

 

３．つくる「切る、くっつける、つなげる」～「装飾」 

＜設定＞ 道具・のり ・両面テープ ・ビニールテープ ・マジックペン ・ビニールロープ 

素材・平テープ ・画用紙（切れ端、細長く切ったもの） ・布 ・折り紙  その他 

◎ＴのＣへの関わり方 

・Ｃの仕草や表情から、Ｃの状態を読み取りながら、Ｔ自身が関わりたいと感じれば、どう関わるかの判断をし

ていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◯公開保育について 

・満３の一斉の設定保育に注目が集まっていた。 

・こういうことをこんなふうにしているんだ、ふ～ん…ていう感じで観ていた、かな～ 

 

◯参加者フーストについて 

・保育後、先生たちに聞いたところ、けっこういろいろと聞いてくれたようだった。 

 

◯お茶会について 

・保育中に各担任から聞きたいことを聞いたせいか、お茶会では、聞きたいことがあまり出なかった。 

→どうしてこういうコトしているのか？とか、ねらいについての質問とか、こんな場面があったがどういう意図

で対応していたのか？とか、保育の組み立てについての質問とかはなかった。そういったことへの掘り下げが、

うまくできないのか？…していても、遠慮をしていたのか？…参加者の質疑応答だけでは深まっていかないよう

な感じがした。 

・うーん、引き出し方に工夫が必要かな～ 

・この時間を質疑応答ではなく、別の内容にすればよかった。 

→保育の立案、組み立て方などの講義、演習に当てることもできたか（？） 

・聞きたいことが出なかったので、坂本がしゃべりすぎた。参加者が聞きたいことを話せていたのか疑問。 

またやってしまった！！反省… 

 

＊３回の研修会を通して感じるのは… 

・加配が必要な発達の課題がある子どもの対応に戸惑っている、という感じがヒシヒシ伝わってくる。 

（発達についての研修がたくさんあるのに、現場の先生の中では何も解決されていない現実を感じる） 

・園の先生たちの間での情報交換、共有する時間が無い、もしくは足りないと感じている傾向がある。 

→保育の質がより良くなっていくためのベースが、確立されていないとも言える。 

→マネジメントの問題でもあるが、現場の先生たちが園長や主任に何をどのように提案していくかという手立て

や見通しを持っていないことを感じる。 

→これでは、「こうあったほうがいい」という現場の先生たちの気持ちが、実現されていかないよね～ 

・研修は受けたが何も変わらない、から、研修受けたら園が変わった、に少しでも近づけるといいなぁ～ 

・公開保育Ⅰは「環境設定」というテーマで、２回目のテーマはこれより広い内容のテーマになってしまったせ

いか、公開保育Ⅰのほうが話が深めやすかったように感じた。 

 


